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南西諸島における「数の数え方」の調査(5)
宮 崎 勝 弐
はじめに
この調査は，これまで発表してきた『南西諸島における「数の数え方」の調査(Il)),(II2)), 














長さの単位としては，昔から，里 (ri)，町 (cho)，間 (ken)，尺 (shaku)，と， 寸
(sun)，分 (bu)が使われていたこ事とは，各種の郷土資料からうかがうことができる。
例えば，沖永良部島郷土資料6)に「安政三年辰，全島測量東西五里二十一町（六尺五寸を間































さて，実際に，庶民一般に広く使われていた長さの単位は，間 (kenまたは kin)， 尺
o hiru 











(shakuまたは saku)， 寸，分 の他にもう一つ尋 (hiro)がある。
尋の読み方は地域によっていろいろであった。以下地域別に述べよう。
〔沖縄諸島〕
土地によって， hiru, firu, piiru, piiyu 等と呼ばれていて，それにその場所の名
数の場合の数詞， 1 c hu, 2 ta, 3 mi, 4 yu,… をつければよかったのである。
多少の変形があるので下に例をあげよう。
O 印のところ △与那原 △奥 x本部
1尋 chuhiru chufiru tufiru chupiiru 
2尋 tahiru tafiru tafiru tapiiru 
3尋 mi hi ru mifiru mi f i ru mipiiru 
x嘉陽 x久志 •古宇利
1尋 ~piiru ~pi i ru chupiiyu 
2尋 tapiiru tapiiru tap i yu 
3尋 mipiiru mipiiru m1 ．p11． yu 
（下線をつけた部分は地域の変形を示す）















































宮古では大きく 2つにわかれているようである。その 1つは大凡，中南部地域で，尋を zu
といっている。
砂川明正（上地M.42) 砂川金六（来馬M.42) 新里夫人（新里M.33) 
1尋 ptuzzu ptuzzo pit uz u 
(ippiro) (ippiru) (ptipiru) 
2尋 futazzu futazzo futazu 
(futappiru) 
3尋 m1．1． zu ml Z ZO illl．l． ZU  






















手登根カネミ（伊良部村M.30) 前泊徳正（池間） 伊佐カナシ（平良市大神M.36) 
1尋 pitorro shiturru psturu 
2尋 futarro futarru futauru 








なお，上のその 1' その 2について，その 1の z音と，その 2の r音とはかなり近い音のよ
うに聞こえたことを付加しておきたい。
〔八重山諸島 J
八重山諸島では，ただ 1か所新城島を除けば，尋はすべて hiruまたは iru といわれた
といって良いであろう。そしてその例外の新城島では zu といっていたのである。
上勢頭 亨（竹富町竹富M.43) 大城サカイ（竹富町鳩間M.36) 
1尋 hituhiru ptsuhiru 
2尋 futahiru futahiru 
3尋 myuhi ru mihiru 
4尋 yuhiru yuh i ru 
宮良 信 宮良 松 大松知良
（石垣市大川M.29) （石垣市白保M.36) （石垣市平久保M.41) 
1尋 pstiru ptiru pituiru 
2尋 futairu futairu futairu 
3尋 m11． ru m 1．1 ． ru m1.1. ru 
4尋 yui ru yu-1. ru y-u1 . ru 
神山忠蔵 宮城真清 荒珍健
（竹富町黒島 T.5) （竹富町小浜M.35) （竹富町新城M.35) 
1尋 psu-1． ru ptiiru pstzu 
2尋 futairu futairu futazu 
3尋 m11.. ru m 1．1 ． ru m1.1. zu 




広さの単位としては，昔から町 (cho)，反 (tan)，畝 (se)，歩 (bu)，また坪 (tsu-










奄美大島及び加計呂麻島では，畑の面積は，町 (cho)，反 (tan)，畝 (se)，歩 (bu),
宅地の面積は，坪 (tsubo)であったようである。
ところが与論島では，竹下茂徳氏 (M.37)，野口方蔵氏によれば， 2畝のことを chuma-
sh imak iまたは isshumaki と言っていたという。これは「小麦を 1升 (isshu) 播＜
広さ」という意味である。したがって， 2畝 X 2の 4畝は tama sh imak i または n i shu-
maki であり，反対に 2 畝 72 の 1 畝は gung~mak i (5合播き）である。 同じように























t ah a c h i (100坪）














1反 Ch u j i = 300 C h i b O (坪）
2反 taj i 
3反 mij i 
という言い方をしたと言っている。
〔宮古諸島〕






















120 宮 崎 勝 式
というわけで殆んど全島で使われていた。ただ，町は bana だといったが，その表している
広さは 1 bana = 10 yasuru＝約 8反で少しせまいものであったらしい。
そのうち砂川明正氏は， 「yasuruは 20pi ro角であり， 1 pi roは2マタ (2歩）とし
て足でふんだもの（歩測をした）だから，そんなに正確なものではなかった。」 と述べている。
yasuruの下の単位については，新里女史によると，
ya surupti its が1反 1畝
yasurufutats 
ya s u rum i i t s 
が1反 2畝
が1反 3畝





田畑についての単位には kuzu または fuzu と garada という 2つの流れがあ
ったようである。
その 1の kuzu または fuzu については，宮城文 (M.24)によれば， pitukuz u が 1














200坪を ni nj詞 a
300坪 (1反）を sanjuda(sunj詞 a)
500坪を gunjuda
1000坪 を pitugarada 
と言ったそうである。
これについて，宮城真清氏（小浜）は， 「稲 1束 (2つかみ）のとれる田の面積のことを
ps ttabaru といい，その30倍の面積を pstmarukus といい， 更にその 100倍の面積を
pstkaranda という。」
一方，宮良松氏（石垣市白保）は， 「稲 2束のことを pitutabaru，その 3倍を pituska,
その 10倍を pitumarasu, その 100倍を pitugar a といい， pitugara を生産する田
の面積のことを pitugarada と言った。また pitugarada の 2倍を futagarada,
pitugarada の半分を gunjuda と呼んだ。」という。





pa tmaruku s pi tumarasu （畝）
pstkaranda pitugara （町）
が坪．畝，町に当たるのではないかと推察される。一方，大松知良氏の資料と比べると，
pitugarada, gunjuda の関係は一致しているので，宮城真清氏の pstkaranda, 宮良
松氏の pitugara は 1000坪で 1/3町歩を表すというのが適当ではないかと考えられる。
次に畑について考えよう。
宮城真清氏（小浜）は， 1町歩を pstku ts, 2町歩を futakuts, 3町歩を miku ts 
といったと述べている。これに対して宮良松氏（白保）は， 3反 3畝 3歩を ptgzu といい，
その半分を panguzu, 2倍を futaguzu というといっている。




最後に，与那国島では，浦崎栄昇氏が， 3匪Fのことを hittuiduma と言っていたという。
hittuiはヒトヒ即ち 1日のことで， hittuiduma とは 1日分の仕事という意味であったと
いう。
その上の単位として tufudi があり約 1200坪 (3反余りという）のことであったらしい。














さて，琉球方言の特徴である母音の変化 0 → u を考えれば，
石 koku → kuku
122 宮崎勝式
斗 to → tu




石 (kuku)，斗 (tu)はどこでも同じだが，升は shu, sho' SU;勺は shaku,s aku 
として使われていた。
升 SUが最も多く shuがこれに次ぎ，まれに sh記があった。 その他，宮古，八重山ではい
くらかの別の表現もあった。
〔沖縄諸島 J



























































































琉球方言では ki → Chi という変化が多いので次のような言い方が多かった。
1斤 itchin
2斤 nichin
3斤 s anJ ln 
また，｝ー斤のことを shinjumi というと答えたのが，知念牛助氏（伊江），安里寿氏
（本部），宮城定盛氏（安田）の 3人であった。













1) 宮崎勝弐，南西諸島における「数の数え方」の調究 CI) 東京女子体育大学紀要第 15号
(p. 167 _, 1 77) 1980. 
2) 宮崎勝式，南西諸島における「数の数え方」の調査 (II) 東京女子体育大学紀要第16号
(p.163------175) 1981. 
3) 宮崎勝式，南西諸島における「数の数え方」の調査 (3) 東京女子体育大学紀要第17号
(p.154------165) 1982. 
4) 宮崎勝式，南西諸島における「数の数え方」の調査 (4) 東京女子体育大学紀要第18号



















126 宮 崎 勝 式
Survey on "Counting of Numbers " in the 
South-west Islands (Report 5) 
Miyazaki Ka tsuji 
This is an extension of my preceding four reports : Report I, on Coun-
ting of numbers in Ryukyu dialect, and Reports JI-4 ， on denominate numbers 
in Ryukyu dialect. 
I have dealt with numerals, in Report JI, on numbers of frequency and 
persons, in Report 3, on numbers of day (calendar day and numbers of day) 
and in Report 4, on numbers of month (calendar month and numbers of month). 
In this report, I am dealing with units in every kind relating to the 
denominate numbers as follows : 
Length: 
Units " Ri ", "Cho", "Ken", and "Shaku ", are mainly used in official 
documents, but practically almost not in common people's daily life. Unit 
"Ri ", has not been necessary except for big Islands as Okinawa Main Island, 
or Amami-Oshima. Units mostly used in people's daily life are Units "Shaku", 
" Sun", and " Bu", and "Hiro " for larger length. 
Area: 
Units "Cho", "Tan", "Se", and "Bu" are mainly used in official documents. 
Only in some area (as Amami area) they are still used, 
Unit "Tsubo" is widely used, but pronounced like "Chi bu". Besides, such 
an expression as " Isshumaki" (for the area one "Sho" of Wheat-seeds can 
be sown) is observed. 
Measure : 
Units "Koku ", " To", " Sho ", "Go", and " Shaku" are widely used, but the 
pronounciations are not so accurate. 
Weight: 
In place of an Units "Kan", "Kin" has been cxclusively used in every 
transactions. In rare case, Units "Momme" is observed. 
